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概　要

　本稿の 目的は、世 界中 で 構築 され て い る地域 情報空間 を概観する こ とで あ る 。 世 界中 を包括

す る情報ネ ッ トワ
ー

ク上 に作 られ る仮想空間で あっ て も、地域情報空 間は
一つ として同 じ形態

で はあ りえ な い
。 現実の 社会 を反映 し、構築の 主体 とな る紐織 、構築手法、提供サ

ービ ス な ど

各地域 情報空 間 の 特 徴は 大 きく異な る 、，1990年 代初期 に北米 に始 ま っ た コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ

ーク は、物理 的な都市と情報 ネ ッ トワ
ー

ク上 の仮想空間を結ぶ こ とで 地域活動の 活性化を目指

して い た 。 時期 を同 じ くして 、 ヨ ーロ ッ パ で は都市の メ タ フ ァ 用い た情報空 間 で ある デ ジ タ ル

シ テ ィが搆築され た 。 東ア ジ ア で は最新技術を用 い た都市の 情報化 の 動 きが誕生 した 。 1990年

代 の 中盤 に は 、固有の特徴 を持 つ 地域主体の 情報化 の 流れ とは別に 、大企 業に よる商業 目的の

都市情報空間が構築 され る よ うに な り、単
一

の 枠 組み で 安定 した地域情報 の 収集 ・提供が 行わ

れ る よ うに な っ た 。 企 業 に よる都市情報空間は、地域 主体 の 地域情報空間 とは異 な り、
一

見、

同質な印象を与えて い る 。 近年の 傾向 と して は 、北 米 ・ヨ
ーロ ッ パ ・東ア ジ ア に お ける地域 情

報空間は 相互に影響 を与え 、

．．・
部地域 に特徴的だっ た傾向が 、別の 地域 で も見られ る よ うに な

っ て きた り、情報弱者と呼ばれ る国々 に も波及 して きた り と、新た な動 きが 生 ま れ て い る 。
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1． は じめ に

　1990年代初頭の イ ン タ
ー

ネ ッ トや WWW （World

Wide　Web ）の 誕生 に刺激 され、情報通信技術 を用

い た地域 コ ミュ ニ テ ィ 支援や 産業の 活性化を狙っ

た様々 な実験や先 進的 な試み が 進め られ て きた 。

本稿の 目的は、特に北米 ・ヨ
ー

ロ ッ パ ・東ア ジ ア

諸国 の 3地域 に 注 目 し、世 界的 に見 ら れ る 地域情

報空間 の 流 れ を概観す る こ とにある 。北米で は、

1990 年代初期に 複数 の 地域情報空 間が誕 生 した 。

こ れ らは、物理 的な町に存在する地域 コ ミュ ニ テ

ィ に基づ い た情報空 間と して 構築 され 、地域活動

の活性化や公共サービ ス の効率化 を目的 として い

た 。
ヨ ーロ ッ パ で も 、 時期 を同じ くして情報空間

構築の 動きが 見 ら れ 始め 、政治的な デ ィ ス カ ッ シ

ョ ン が 繰 り広 げ られ る場 とな っ た り、技術 を駆使

した 3D の 都市 を形成 した り、と い っ た思想的 ・

技術的 に先進的な試み が 1990 年代後半 に は 100以

上報告 され るま で に拡大 した 。 東アジ ア諸国で は、

政府 主導 の 国家情報化戦 略に基づ い た地域情報化

が進み 、 近年にお い ては移動体通信や ブ ロ ー ドバ

ン ドに代表 され る 時代 の 先をゆ く先進 的 な技術 を

用 い た地域情報の 提供が 行わ れ て い る 。

　北米 ・ヨ
ー

ロ ッ パ ・東ア ジ ア各国 の 活動 は、地

域情報化 とい う目的は共通 して い るが 、独立 して

発生 した活動 であ り 、 構築の 主体となる組織 ・構

築手法 ・提供サ ービス が異なれ ば 、 地域情報空 間

の 呼称 も様 々 で あ る 。

一・つ の 国 に お ける地域情報

空間の 形態は実 に多種多様 で あ る が 、各国 ・各大

陸 に 目を向ける と、特徴の相違 は更 に 際立 つ 。ア

メ リカ に お い て は、草の 根地域 コ ミ ュ ニ テ ィ に よ

る独立 した地域 情報空間が 盛 ん で ある し
｝

ヨーロ

ッ パ におい て は、政府 ・市民 ・大学 ・企 業の 連携

が数多く見 られ、東ア ジ ア にお い て は、
一
部地域

で
．
市民主導の 地域情報 コ ミ ュ ニ テ ィや 、大学主導

に よる先端技術 を用 い た地域情報空間が 見られ る

とは い え、国家主導の 情報化政策が 主流 となっ て

い る 。 イ ン タ
ー

ネ ッ トは、圃境に縛られ る こ との

ほ とん どな い 情報ネ ッ トワ
ー

ク で ある に もか かわ

らず、誕生す る情報 ネ ッ トワ
ー

クは 、北 米 ・ヨ
ー

ロ ッ パ ・
東ア ジ ア を比較す る と実 に明確な特微が

見え て くる。

　地理 に基づ く軸の他 に 、近年デ ジ タル シ テ ィ を

特徴付けて い る もの に、営利企業 ・非営利団体 ・

政府組織 ・地域 行政 ・大学な どの 学術組織 とい っ

た活動主体の 軸が ある 。 どの 団体が 主体的に 活動

に参加するか、どの 団体同士が 協力体 制をと る か 、

もし くは協調 しな い か に よ っ て デ ジ タル シテ ィの

特徴は大 き く変化 す る 。 なか で も、営利団体 と非

営利団体 との 関係は特 に注目されて い る
。 営利目

的 の 企 業に よ っ て構築 さ れ る デ ジ タ ル シ テ ィ は、

単
一

の 枠組．み の もと商業サービス と して 地域情報

を提供する もの が代表的で あ る 。 商業サ イ トは、

対象都市が 、コ ス トに見合 うだけの規模を保持す

る場合に は、イベ ン ト ・天気予 報 ・観光案内な ど

の都市情報を管理 ・提供する 。 提供 され る都市情

報は 、 各都市固有で あ るが、単
・
の プラ ッ トフ ォ

ーム 上 に載せ られるため、どの 都市の デ ジタ ル シ

テ ィ に お い て も相似 した 情報 空 間 が構築 さ れ る こ

と に な る 。 非営利団体に よるデ ジ タ ル シ テ ィ は、

ア メ リカ の free　net とい っ た地域 コ ミ ュ ニ テ ィ 主体

の 草の 根活動が代表的で あ り、北米で はデ ジ タ ル

シ テ ィ の 主流 を成 して い る 。 地域 コ ミュ ニ テ ィ に

よ っ て構築 され るデ ジタ ル シ テ ィ は 、複数の ボ ラ

ン テ ィ ア に よる 、小 さな地域 情報空 間の 集合 とな

る場合が多 く、 地域 の 文化的特徴や 活動 を よ り反

映 しや す い もの とな っ て い る。時 に、商業主 義の

波が小 さな草 の 根活動 を圧 迫する こ とがあ り、両

者 の 対立 が 問題 とな る こ ともある 。 こ の 傾向は、

草の 根活動が盛んな アメ リカにお い て特 に顕著で

ある 。

　現在デ ジ タル シ テ ィ には、営利 ・非営利の 両サ

ービ ス がみ られ るが 、どの よ うに情報サ ービ ス を

行うか と い う問題 は
、

デ ジ タ ル シ テ ィ を構築する

際に常 に直面 する問題 で ある 。また 、政府に よる

ト ッ プ ダ ウ ン に よ っ て 構築 して い くか、中心 とな

る利用 者で ある市民 に よ っ て ボ トム ア ッ プ の 形で

進め られ て い くの が望 ま しい かは 、 常 に議論の 種
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となる。都市は 、商業活動に よ っ て 活性化 して い

く　一
方で 、単な る営利 活動 の み で は な く、様 々 な

非営利の 活動が行われ る こ とで魅 力を作 り上 げて

い き、政府 の 政策に 基 づ く枠組み の もとで 民間の

活動が活性化 され、ひ い て は政府の 施策に影響を

与えて い く。 物理的な都市 との イ ン タ ラ ク シ ョ ン

を持 つ ネ ッ トワ
ーク 上 の 情報空 間 で ある デ ジ タ ル

シ テ ィ で も、複数 の 活動 t 体 に よ っ て 商業サ
ービ

ス ・都市活動 ・コ ミ ュ ニ テ ィ 活動の 包括的な支援

！段が 提供 さ れ る ，、結果、仮想空間 と物理空間が

相互 に影響 を与える の は きわめて 自然 な流れ で あ

ろ う 。

　本稿で は 、仮想空間と物理 的 な都市空間を結ぶ 、

情報通 信技 術 に よ っ て 拡張 され た地 域情報空間

を、「デ ジ タ ル シ テ ィ」 と定義 し、サ イバ ーシ テ

ィ 、 ヴ ァ
ー

チ ャ ル シ テ ィ 、 都市 ネ ッ トワ
ー

ク な ど

と様 々 な名称で呼ば れ る地域情報空間を、特 に断

りの ない 場 合、統
一
して デ ジ タ ル シ テ ィ と呼ぶ こ

ととす る。 こ れ は 、筆者 らが 過去数 年間 にわた っ

て 取 り組ん で きた デ ジ タ ル シ テ ィ の 研 究 活動 や

2001年か ら定期的に 開か れて い るデ ジ タ ル シ テ ィ

京都会議 、 各種デ ジ タ ル シ テ ィ ワ
ー

ク シ ョ ッ プや

デ ジ タル シ テ ィ 国際ワ
ーク シ ョ ッ プの 名称に 倣 う

もの で ある 。 本稿で は、北米 、ヨ
ーロ ッ パ 、東 ア

ジ ア の デ ジ タ ル シ テ ィ を概観 し、多岐 に渡る 各地

域 の デ ジ タ ル シ テ ィ の 傾 向や代表的な形態 を地理

と活動 主体 と い う
一
／．つ の 橄 を用 い て 比較検討 し、

地域サ ービ ス の 特徴、情報ネ ッ トワ ーク に お ける

デ ジタ ル シテ ィ の 役割 を明 らか に して い く。

　 近年、北米 ・ヨ
ーロ ッ パ ・東ア ジ ア に お けるデ

ジ タル シ テ ィ は 、それ ぞれ の 特徴を保持 しつ つ も

相 蝦 こ影響 を与え合い 、更に多種多様 の デ ジ タ ル

シ テ ィ の 形 態が 見ら れ る ように な っ て きて い る 。

また 、デ ジ タ ル デ ィ バ イ ドが 問題 にな っ て い る情

報後進国に も、北米の草の 根団体が巾心 とな っ た

情報技術支援 を受けて 、情報 ネ ッ トワ
ー

クが構築

され始 て い る 。 地域 情報空問が 誕生 しつ つ ある 。

デ ジ タ ル シ テ ィ を巡 る状況は刻 々 と変化 して い る

が 、 先端技術 や新た な社会ニ
ーズ の 高 ま り を受け

一
般 論 説

一
ワ
ー

ル ドデ ジ タ ル シ テ ィ ：社会を映す 鏡

て デ ジ タ ル シテ ィ は現在で も世界中で構築され て

い る 。

2．ア メ リ カの コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ
ー

ク

2．1 ア メ リカ コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ
ークの歴 史

　イ ン タ
ーネ ッ トの 萌芽期 に は、ネ ッ トワーク の

将来を探 る革新的 な試み が ア メ リカ各地 で行わ れ

た。しか しなが ら、地域情報空 問が どの よ うな も

の で あ りうる の か、当時か ら、確固 と した ヴ ィ ジ

ョ ン が あっ たわけで は ない 。 1993年3月、クリ ン

トン政権は、NII〔the　National　Infomation　Initiative）

を発表 し、同年9 月 に は基本行動計 画 を定め た。

NIIは 、　the　High　Performance　Computing 　Actに むけ

た 科学技術 政 策の
一

つ と して 提案 された もの であ

り、ユ ニ バ
ー

サ ル ア ク セ ス や 、科学技術研究 とい

っ た6事項 に お い て 具体的 な 目標値 を示 して い た 。

研究領域は、経済 ・医学 ・生 涯教 育 ・行政サービ

ス な ど広範囲に わた り、結果 と して 、 広範囲 に わ

たる情報 ネ ッ トワ
ーク研究 を促進す る こ と に もつ

なが っ た 。

　 しか し な が ら、国土 の 広 い ア メ リカ にお い て 、

全米 を包 括す る情報 ネ ッ トワ
ー

ク を構築す る 際

に、政府主 導の 情報ス ーパ ーハ イウ ェ イ計画に全

依存する の は現実的 で なか っ た 。 従来の コ ミ ュ ニ

テ ィ 室導 の 伝統、草の根活動の 活性化、言論 と 表

現 の 自由へ の 要請が今 まで にない ほ ど に 強ま っ て

きたな どの 理 由が重な り、情報 ネ ッ トワ
ーク の 萌

芽期 と時期 を同 じくして 、地域色があ りか つ 独立

した 日常 の 市民生 活を支援す る情報ネ ッ トワ
ーク

が 、先進的な コ ミュ ニ テ ィ に よ っ て 構築 されて い

っ た。こ の ような活動は、す ぐに ア メ リ カ国内で

確固と した 地位 を確保す る よ う に な り、そ の 革新

性か ら世界的に も注 目 され る よ うに な っ て い っ

た。

　 1986年に誕生 した ク リ
ーブ ラ ン ドの フ リ ー

不 ッ

トは、世界初 の 市民卞導の コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ

ーク と い わ れ る 。 医師 と患者をつ なぐ電子的 な無

料 の ヘ ル プ ラ イ ン か ら始 ま り、モ デ ム と コ ン ピュ

ータ を使 っ た コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 手段 を提供する
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こ とで 、ク リ
ーブ ラ ン ド地域の住民 の 意 見交換 を

促進 して い っ た。1985年、時期 を同 じくして、ヴ

ァ
ーチ ャ ル コ ミ ュ ニ テ ィ の さきが け と い わ れ る

WELL （Whole　Earth’Lectronic　Link）［1刀 が 誕生 し

た 。 世界中か ら様 々 な年代 、多種多様の 職業人が

集ま り多種多様の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン グ ル
ープ で あ

る電子会議室を構築 し、
．・

大ヴ ァ
ーチ ャ ル コ ミ ュ

ニ テ ィ が 構築さ れ て い っ た 。 WELL で は、匿名性

を排除 した顔 の 見 える意見交換 、情報 ネ ッ トワ ー

ク に 基づ くヴ ァ
ー

チ ャ ル コ ミュ ニ テ ィ を特徴 とし

て い た 。 地域を限定 しない 会議室の 中に は、仮想

空間か ら物理世界へ と移動 し対面会議や オ フ ライ

ン で の 活動が見 られ る ようにな っ た もの もあ っ た

が 、基本的に地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 支援 を 目的・と し

て は い なか っ た 。 情報 ネ ッ トワ
ーク時代の 初期は 、

盲 目的な まで に 、グ ロ
ー

バ ル 村 へ の 移行、距離 の

消滅［4］が信 じられ、地域支援 の ネ ッ トワ
ー

ク構

築の 視点 は欠け て い た 。しか し、その 後、物理 社

会 に根付 い た空 間が 急速 に出現 し ［1］、世界的視

点 を持 ち物理空間を超 えた仮想空間 と、地域 コ ミ

ュ ニ テ ィ と明確 な つ なが りを持 っ た地域情報空間

の 差異 は次第に 明確 にな っ て くる よ うに な る 。

　 1990年代初期 に地域 に根付 い た コ ミ ュ ニ テ ィ ネ

ッ トワ ーク が 誕生 した 。 1991年に構築されたブ ラ

ッ ク ス バ ーグ電子村（The 　Blacksburg 　Electronic

Village）［5］や、1992年に誕生 した シ ア トル コ ミ ュ

ニ テ ィ ネ ッ トワ ーク ［18，19］で ある 。 前者は、大

学 と地 元企 業 の コ ン ソ
ーシ ア ム に よ っ て 誕生 し、

後者は 、市民活動か う始ま っ た 。
ブ ラ ッ ク ス バ ー

ク で は 、ヴ ァ
ージ ニ ア 工 科大学 と州 立 大学が 、ベ

ル ア トラ ン テ ィ ッ ク ・地方行政 とともに 、地域に

密着 した情報空 間を作 り上 げる た め コ ン ソーシ ァ

ム を組織した。初めの 2年は、 コ ン ピュ
ー

タや 周

辺機器 の 整備 に費や され、1993年に は ダイヤ ル ア

ッ プサ ービス が 開始 され た 。 ブ ラ ッ ク ス バ ー
ク電

r−・村 は 、利 用者である市民で は な く、大学や企業

か ら構成 され る コ ン ソ
ー

シ ア ム に よ っ て 運営 さ

れ 、通信の研究の
一
環 と して 、学術 ・技術 的な視

点 に基 づ い て デザ イ ン され た地域情報空 間で あ

る 。 こ の ブ ラ ッ ク ス バ
ー

グ の例 の よう に 、初期 の

コ ミ ュ ニ テ ィ ネッ トワ ー
クは、技術 に通 じた人た

ち に よ っ て 先導 され拡大 して い く傾向が あ っ た。

一般市民の 利用が 目的で あっ た として も、技術的

知識を持ち合わせ て お らず、ネ ッ トワ
ー

ク基盤 を

構築する に は技術 に通 じた者の 手が不 可欠だ っ た

か らで ある 。 時の 経過に伴い 、市民は次第に機器

を使 い こ な し コ ミ ュ ニ テ ィネッ トワ
ー

クは、川頁調

に コ ミ ュ ニ テ ィ に受け人 れ られ て い っ たか にみ ら

れ たが 、ig95年付近に は利用率が減少 して い っ た 。

こ れ は 、 技術提供側 の 大学や企業 と利用者側の 目

的や期待の ずれが表面化 して きた こ とが原因だ っ

た と い われ る 。

　シ ア トル コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ
ー

ク（SCN ）は 、

市民が 利用 で きる仮想 空間 を作 り出そ うと い う目

的の もと、CPSR （Computer　professional　for　Social

Responsibi］ity； コ ン ピ ュ
ータ専門家に よる社会責

任 を考える グル ー
プ）の 活動の 一環 と して 1991 年

に は じめ られた 。 1992年 には、シア トル で プロ ジ

ェ ク トが立 ち上げられ 、目的や デ ザ イ ン が明確に

され て い っ た
。

1994年 に サ ービス が 始 まる と、営

利企 業の 情報ネ ッ トワ
ー

ク との 競争に さ らされ な

が らも、図書館 と協力する こ とで 市民へ の ネ ッ ト

ワ ーク提供 を進め て い っ た 。 SCN の 注 目すべ き特

徴は、大学や地方行政の 手に よる もの でな く、 市

民 に よる市民 の た め の 、日常生活に根付 い た情報

提供が行わ れ る 地域情報空間で あ っ た と い う点 に

あ る。SCN は 草 の 根運動に 基づ くネ ッ トワ ーク構

築の 指導的役割を果 た し、そ の 後 の 北米に おける

同様 の 地域情報空間構築の 手本 とも い うべ き存在

にな っ て い く。更 に 1993年の 、Greater　Detroit

FreeNet、1995年の Genesee　FreeNetなど次々 と同様

の試みが 始め られ 、1998年 には こ の ような地域情

報空間の 数は300を超 える まで に成長 した 。

　ア メ リ カ にお ける デ ジ タルシ テ ィ の 特徴は 、 地

域 情報空 間構築 の た め に草 の 根組 織が 独立 し た活

動 を行 っ て い る とい う点で あ る 。 と きに は、大学

や企業 と協力 した と して も、中心 となる の は市民

活動家で あ っ た 。 状況 は 、AOL デ ジ タ ル シ テ ィ
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や マ イク ロ ソ フ トの Sidewa［kと い っ た企業に よ る

都市情報提供サ
ービ ス が 開始 された と きか ら次第

に 変化 して い っ た 。 詳細は 5章 で 述 べ る が 、大企

業 に よ る情報提供サ イ ト は 、利便性 の 面か ら も、

充実 した情報景か らも利用者を魅了 し、非営利団

体 に よ る 草 の 根運動 の 動 きを圧迫 して い く こ とと

な っ た。そ の 後、地域 コ ミ ュ ニ テ ィ に よ る情報空

間 と大企業 に よ る情報提供サ
ービ ス の 中 間的存在

と い える、中小企業 に よ る特定の 地域 に特化 した

地域情報提供サ ービ ス ［15］も見 られ る よ うに な

り 、
こ こ に三 つ 巴 の 情報提供サ ービ ス が見 ら れ る

よ うに なっ て い く。

2．2 ア メ リカ コ ミュ ニ テ ィ ネ ッ トワ
ー

クの課題

　 「町が初め で 、郡、州 と続 く［20］」とい っ た表

現か らもわ か る よ うに、ア メ リ カ社会 で は地域 コ

ミ ュ
ニ テ ィ を重視す る 伝統 が あ る 。 また 、基本的

に 「皆 に関係す る活動は 、皆に よ っ て な されな く

て はならない
。 何 よ りも皆が 自ら の意思に よ っ て

そ の 権利 を行使 し な くて は な らな い 114］」 と い

う考えが ある。ア メ リカ の 地域 情報ネ ッ トワ
ーク

は、企業や行政 か ら独立 して構築 され る傾向が あ

り、ネ ッ トワ
ー

ク の 維持 は、利 用 者 で もある市民

の ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て な され 、そ こ で は 自らの

意思 に よ っ て行動する とい うこ とが何 よ りも重ん

じられ る。地域情報 ネ ッ トワ
ー

ク は 、ア メ リカ の

フ ィ ラ ン ソ ロ フ イ
ー

の 精神 に則 っ て 、構築 ・運営

され、 コ ミ ュ ニ テ ィ メ ン バ は、ボ ラ ン テ ィ ア 活動

を基本 と しつ つ も、着実 に 、理想 ・目的の 具現化、

目標 の 決定、方向性の 明確化をお こ な い 、活動 を

進め て きた 。

　 デジ タ ル シテ ィ構築に関 して も、市民 ・行政
・

営利企業は 、 率先 して各々 の 範囲内で 目的 の 達成

を試み 、それぞれ コ ミュ ニ テ ィ サ
ービ ス

・公共サ

ービ ス ・経済的妥当性 と の バ ラ ン ス を模索 して き

た 。 活動母体に よ り 、 当然 の こ とな が ら、それ ぞ

れ 問題 と す る事柄 は異 な る 。 地域情報 コ ミ ュ ニ テ

ィ 支援の 活動が 、行政側 や技術 的挑戦か ら始 ま っ

たもの で あれ ば、コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 を どの よ っ に

一
般 論 説

一
ワ
ー

ル ドデ ジ タ ル シ テ ィ ：社 会 を映す 鏡

組み込むかが 問題 に なる だ ろ うし、 コ ミュ ニ テ ィ

活動か ら始 まっ た もの で あれ ば、技術不足や 資金

不足 に 悩 ま さ れ る こ と に な る か も しれ な い 。情報

ネ ッ トワ
ー

クの 構築主体が多種多様で ある とい う

こ とは 、異なるサ ービ ス が同 じ舞台に出現す る と

い うと い うこ とに他 な らず、時 に は パ イの 奪 い 合

い も生 じる。非営利活動 と して 情報提供を担 う地

域 コ ミ ュ ニ テ ィは 、営利活動 と し て 地域情轍提供

を行 う企業 との 競争に 明け暮れ る場合 もあ る 。

　近年は 、技術キ導情報空間の 減少傾 向が見 られ、

活動主 体は市民 や 地域行政 に移 り、地域 に 根付 い

た情報空間が増加 して い る。 同時に、90年代 に始

ま っ た営利地 域ポ
ータ ル サ イ トは、今で は 、 市民

だけで なく旅行者な ど も含め た多くの利用者 を獲

得 し、凵常 生活 に欠かせ ない 存在 と な っ て い る 。

巨大 企 業に よ る営利 地域 ポ ータ ル サ イ トは 、地域

主体 の 地域情 報 空 間 を 圧 迫す る が 、地域に根付 い

た営利地域ポ ータ ル サ ービス は地域情報空間を活

性化 させ る きっ かけに な っ て い る。ア メ リ カ に お

ける コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ ーク の 課題 は、営利サ

ービ ス との 共存を どう進め るか、協調の道 を探す

こ とにある とい える 。

3． ヨ
ー

ロ ッ パ の デ ジ タ ル シ テ ィ

3．1 ヨ ーロ ッ パ ・デ ジタ ル シ テ ィ の 歴史

　 ヨ
ー

ロ ッ パ に お け るデ ジ タ ル シ テ ィ の 概念は 、

1994年の ア ム ス テ ル ダ ム の De 　Digitale　Stad［2，3］で

誕生 した 。 デ ジ タル シ テ ィ は 、こ の活動 に お い て

初め て使わ れ た用語で 、デ ジ タ ル シテ ィ ・ア ム ス

テ ル ダム は、そ の 目的 と開放性ゆ えに す ぐに 人 々

を魅了 し、文字通 り
一

つ の パ ラ ダ イム を巻き起 こ

し、ヨ ーロ ッ パ 各国にデ ジ タ ル シ テ ィ の 潮流が伝

播 して い くこ と に な っ た 。 オ ラ ン ダの デ ジ タ ル シ

テ ィ は、ア メ リ カ の 例 と同様 に民間の 非営利草 の

根運動に端 を発するが、政府が直接的に支援 ・関

与 して い る点、地域 コ ミ ュ ニ テ ィ サ
ービ ス か ら政

治的活動 ・政治参画支援 まで多岐 に わ た る活動 を

支援 して い る点は 、ア メ リ カ の例 と大 き く異な る。

デ ジ タ ル シ テ ィ ・ア ム ス テ ル ダ ム は 、地方選挙 を
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前 に して ア ム ス テ ル ダ ム市民 と政治家の 交流 を促

進する こ とが 狙い で始め られ たた め 、草の根運動

とは い え、公 共の 場 と して の 役割 を当初か ら担 っ

て い た 。

　デ ジ タ ル シ テ ィ ・ア ム ス テ ル ダ ム に特徴 的な の

は 、イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス に 、都市の メ タ フ ァ が 用 い

られ た こ とである。デ ジ タ ル シ テ ィ
・ア ム ス テ ル

ダム の 情報空問に は都市の特徴が現 され、区画整

備 され、行政 ・文化 ・ス ポ
ー

ツ な どの 各テ
ー

マ 別

の 広場 、 オ フ ィ ス
、 カ フ ェ 、個人 の ホ

ーム ペ ージ

を公開する住居など に分か れ て お り、 デ ジ タ ル シ

テ ィ ＝電子都市を体現 して い た 。　 ・方で 、対応す

る物理 的空 間で あ る ア ム ス テ ル ダ ム 市 に基づ か な

い 完全 に仮想 の 電子空間もあっ た 。

　 デ ジタ ル シ テ ィ
・
ア ム ス テ ル ダ ム は、当初は地

域行政 に よ る資金援助 を得て 活動 して い たが、非

営利団体として継続 して い くの が 困難に な り、 独

立の 道を選ぶ こ と に な っ た。独 立 した こ とで 、自

立採算性 を取 る企業的な側面 を持 つ こ と に な り、

技術革新に 対応 す る際に、 トッ プ ダ ウ ン の 決定が

下 さ れ る な ど、非営利、草 の 根的 な性質 を企業 の

性 質に と変化 させ て い っ た 。 営利的な要素が絡 ん

で きた こ とで、デ ジタ ル シテ ィ
・
ア ム ス テ ル ダ ム

は次第に 設立 当初の ヴ ィ ジ ョ ン か ら離れ て い き、

次第に都市の メ タ フ ァ が 意味をなさな くなり、営

利企業と して 、 多 くの 他企 業に よる無料 イ ン タ ー

ネ ッ トサ ービ ス と の 競争 を強 い ら れ る よ うに な っ

て い っ た 。 そ して 、当然 の ご と く当初デ ジ タ ル シ

テ ィ ・ア ム ス テ ル ダ ム が持 っ て い たデ ジ タル シテ

ィ と して の 魅力や 先端性 を失 っ て い っ た L13］。

90年代後半 に始め られた フ ィ ン ラ ン ドの デ ジ タ ル

シ テ ィ も、特徴 的なデ ジ タ ル シ テ ィ の 例 で あ る 。

1995年末 、
フ ィ ン ラ ン ドは 、ヘ ル シ ン キ の 450周

年記念祝賀 の
一

環 と して
、 高度 なWeb プ ラ ッ ト フ

ォ
ーム と広帯域 マ ル チ メ デ ィ ア サ

ービ ス をヘ ル シ

ン キ市民 に提供す る こ とを目的 とし、高速首都圏

ネ ッ トワ
ー

クの 構築を決 定 した 。 イ ライザ コ ミュ

ニ ケ ーシ ョ ン（［Hヘ ル シ ン キ テ レ コ ム ）とヘ ル シ ン

キ市 に よ っ て コ ン ソ
ー

シ ア ム が組織され、IBM や

Nokia 、ヘ ル シ ン キ市の 大学が 主 要メ ン バ
ー

と し

て参加 した 。

　ヘ ル シ ン キ ・デ ジタ ル シ テ ィ は
、 公共 ・市民 サ

ービ ス の 提供 な ど情報集積所 と して の 役割と、ヘ

ル シ ン キ市 の 歴 史や街に関心 の ある 市民や 観光客

向けの 情報サ ービ ス 提供の 役割 を担 っ て い た 。
ヘ

ル シ ン キ ・デ ジ タル シ テ ィ には、マ ル チ メ デ ィ ア

と3D な どの 可視化技術 を用 い た 、
ヘ ル シ ン キ市

美術館 に よるヴ ァ
ーチ ャ ル ッ ア

ーなどが整 え られ

た［ll，12］。 ヴ ァ
ー

チ ャ ル ツ ア
ーで は 、1805 年の

ヘ ル シ ン キ 市庁舎 をモ デ ル に した3次元 仮想空間

をク リ ッ ク
ー

つ で 歩 き回る こ とが で きる 。 こ の 市

庁舎は実際の ヘ ル シ ン キ市に は もは や存在 しな い

が 、ウ ェ ブ ltで 当時の 雰囲気 を再現 して い る 。 も

ち ろ ん、ヘ ル シ ン キ市 の 3次元仮想空間上 で は 、

現 実の都市 も再現 され て い る 。 利用 者 は、ヘ ル シ

ン キ市を歩き回 り、ス ク リ
ーン ヒにお ける商店に

示され る 電話 マ
ー

ク を ク リ ッ クす る こ と で 、現実

の 都市に存在する商店に電話をか ける こ と もで き

る 。
こ の 機能 を使 うこ とで 、コ ン ピュ

ータ 上 の ヘ

ル シ ン キ 市3次元空 間を歩 き回 る とい う活動が 、

現実 の ヘ ル シ ン キ市 と関連付 け られ て い る 。

　 ヨ
ー

ロ ッ パ にお け るデ ジ タ ル シ テ ィ の 振興 に

は、EU に よ る 資金援助が 大 きな役割 を担 っ て い

る ． EU が市民の デ ジ タ ル サ ービ ス の ため に 7つ の

ヨ ーロ ッ パ 諸国に資金援助 をお こ なっ たプ ロ ジ ェ

ク トは、Inforcities プ ロ ジ ェ ク トと呼ばれ、ヘ ル

シ ン キ市 の プ ロ ジ ェ ク トは lnforcities プ ロ ジ ェ ク

トの
一

つ に位置づ けられ る 。 1993年には、EU は、

地 方におけ る通信サ
ービ ス 支援 プ ロ グ ラ ム と して

TeleCity と呼ばれ る ヨ
ー

ロ ッ パ ・デ ジ タ ル シ テ

ィ ・プロ ジェ ク トを開始 し、ヨ ーロ ッ パ 各国 の 都

市 に通信サ
ービ ス 支援 と して 潤沢 な資金提供を始

めた［7］。 TcleCityは、地方行政府 によ る情報 と通

信技術 の 利用 を通 した地方都市振興 と位置づ け ら

れ、TeleCityコ ン ソ
ーシ ア ム は 、　 EU 内の様 々 な地

域 プ ロ ジ ェ ク トか ら得 た 知 見や 技術 を共有 し、

EU 各国の 都市の 協力 関係強化 を狙 っ て い た 。
こ

の モ デ ル に 基 き、資金援助 を受けた 各都市は
、
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（1）社会 ・経済 ・地域振興 に お ける課題 を解決す

る た め情報通信技術 を利用 し、（2 ）情報利用 を通

した 公 共 サ ービ ス の 質的向上 をね らうため の 目標

を設定 して い っ た 。

　TeleCity の 支援 プ ロ グ ラ ム は、継続的 なEU の 資

金援 助 を提供 しつ つ も、EU の 直接 関与 は な く、

各都市 に行動 の裁量が ゆだね られ て い る自由度の

高 い プ ロ グラ ム と して デ ザ イ ン さ れ て い た 。 EU

は、地域 と行政、地 域 同士 が協調 関係を と り、

EU の 資金 とい う傘の 下 、地域 の特性 に応 じた デ

ジ タ ル シ テ ィ が ヨ ー ロ ッ パ 各地に構築され る こ と

を期待 して い た 。 EU の 役割は 、各地 域 の 計画 、

経過 ・結果
・知 見 の 報 告 を受け る こ と 、そ の 報告

を各都市に示す こ とを通 じて EU 各国各都 市間で

の 効率的な情報共有を進め る こ とで あ っ た。こ の

方法をとる こ とで 、EU 内における報告や 情報共

有は促進 され たが 、予想 外の 結果 もあ っ た 。 EU

に よ る ト ッ プ ダ ウ ン で は な く、 自山裁量 の 幅 を広

げ る こ と で 、当初、地 方行政 機関 ・産業 ・企 業
・

．
市民

・地域 コ ミュ ニ テ ィ
・ボ ラ ン テ ィ ア の協調を

もた らす と考え られ たが 、実際に は 各地域 の 活動

卞体 に よる トッ プ ダ ウ ン の 形で 、デ ジタ ル シテ ィ

の 利 用 を強要する 結果 になっ て しまう傾向が見 ら

れた の で あ る Lt 特に 、プ ロ ジ ェ ク トの 概念構築や

デザ イ ン の 段 階で、管理紺織が トッ プダ ウ ン とい

う手段 を と っ た場合に 、 市民参加 を促す タイ ミ ン

グ を逃 し 、 結果デ ジ タル シテ ィ の運営に失敗する

こ と が 多か っ た 。時 に は 、管理側が こ の 事態 に気

づ き杜会の 情報基 盤 構築 の 需要 に 眼 を向 けた り、

社 会問 題 の 解決 に お け る情報化 の 重要性に注 目 し

た り、プ ロ ジ ェ ク トデザ イ ン の 段階か ら市民 の 参

加 を求め る 例 もみ られた 。

　失敗 の 反省か ら 、 TeleCityの 最長の 参加都市で

ある ベ ニ ス は 、「ベ ニ ス 戦略 2000 （The　Strategy

Plan　for　Vienna　2000）1 を P昌え 、 市は市民サ
ービ

ス 遂 行を責任持 っ て 執 り行い 、市民 は 各コ ミュ ニ

テ ィ に お い て 遂行する プ ロ ジ ェ ク トに貢任 を持 っ

とい っ た よ うに、市民 と責任 を分担 し、情報化 を

進め た 。 例えば、市が電 ∫
一
署名に関する問題 の 解

一
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決を求め る と、市民が 積極的に試験運用に 参加 し

迅速 な導人が進 め ら れ る よ う に 協力する な ど とい

っ た よ うに、市 と市民 の 協力体制の ドに 各プ ロ ジ

ェ ク トが進め られ た の で ある 。また、イ タ リ ア の

ボ ロ ーニ ャ で 始 ま っ たlperb〔｝le（InlemeI　for　Bologna

and 　the　Emilia　Romagna 　Region ）は、草の根活動の

多大 な支援 を受けなが ら、地 方行政 によ っ て運営

された ．地方行政 は、情報提供 ・市民 サ
ービ ス を

行 うもの の 、ボ ラ ン テ ィ ア 団体や 市民 グル
ープ に

門戸 を開放 し 、 公 的な デ ジ タ ル シ テ ィ の場で 、デ

ィ ベ ー トへ の 参加な どだ け で な く、情報プ ロ バ イ

ダ
ー一、出版社 として 活動する こ とを許可 した 。

　お よ そ 20 国 100 都 市がTeleCity に参加 し、　 EU 支

援による情報化政策は強化 され て い っ た 。 各地域

は、ベ ス トプ ラ ク テ ィ ス ・プ ロ ジ ェ ク トプ ラ ン ・

成功例 を共有 しつ つ 、独 自の デ ジ タ ル シ テ ィ を構

築 して い っ た ． その 後、参加都市数の 増大 、
プ ロ

ジ ェ ク トの 促進 が 見 ら れ な が ら も、TeleCity に は

商業的視点が 欠 け て い た こ とが指摘 され る よ うに

な る。 こ の 指摘 を受け、 ヨ
ーロ ッ パ に おける 呪大

地域情報化細．織で あ る eris ＠ 、　 ELANET 、　 TeleCity

は2001年に協調関係を結び、LU’界規模の 地域情報

ネ ッ ト ワ
ー

ク 構 築 を 目 的 とす る Globa ］Cities

Dialogueの 支援 をは じめ て お り、ヨ
ーロ ッ パ の デ

ジ タ ル シ テ ィ は現在 も活発に推進 され 、 拡大 して

い る 。

　 ヨ ーロ ッ パ の 例で 注 目すべ きは、多くの デ ジ タ

ル シ テ イ の 試み が 、行政 ・企 業 ・市民
・
大学 とい

っ た 複数活動主体の 協力 に よ り、政治支援 ・地域

コ ．ミュ ニ テ ィ 支援 ・公共サ
ービ ス 支援 ・H寺に は企

業活動支援 とい っ た複数の 6的達成の ため に なさ

れ て い るとい うこ とで ある 。
ヘ ル シ ン キで は、先

端技術 を用い 、行政や企業 と協力 して デ ジ タ ル シ

テ ィの 構築を進め た ，ア イル ラ ン ドで は 、電 話会

社で ある Eircom 　Communication に よ り、Ennis

Information 　Age 　Town が 、行政 ・市民 ・ボ ラ ン テ

ィ ア の協力 に よ り構築 された。 ドイ ッ で は 、経済

発展 を目的 と した研究機関に よる地域情報化 プ ロ

ジ ェ ク トが 、ドイツ 政府の 支援 を受けて行われた。
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研究機関主導で ある とは い え、情報通信技術ばか

りで な く、情報技術 を利用する人の 創造性や 参画

とい っ た人的要素に も注意が払 われ た［16］。 1998

年 に始め られ た ス ウ ェ
ー

デ ン TUC に よるAccess

kumla は、デジ タ ル デ ィ バ イ ドの 解消 を 目的 と し

て 、 安価な コ ン ピ ュ
ータ ネ ッ トワ ーク の提供、教

育機会の提供を行 っ て い た が 、複数企業か ら支援

を受ける とい う半自立体制 の もと、プロ ジ ェ ク ト

が進め られた［15］。
ス ウ ェ

ー
デ ン の例 は、商業サ

イ トを競合 と捉える こ とな く、明確に協調 して い

く対象 として 捕 らえなが ら も 、 公共利益を第
一

目

的に掲 げ、行政 ・大学 ・
市民が協力 して デジ タ ル

シ テ ィ を構築 した興味深 い 例 とい える 。 地域情報

空間を構築す る際、技術 を大 い に活用 し、大学
・

行政 ・市民 ・企業 と協 力体制を取 り複数 の 目標 を

掲 げる と い う形態は、 ヨ
ー

ロ ッ パ に お い て珍 しく

な く非常 に重視 され て い た。

3，2 ヨ ーロ ッ パ ・デ ジ タル シ テ ィ の 課題

　 ヨ
ーロ ッ パ は 、数世紀に わ た り伝統的に地域 を

志向す る コ ミ ュ ニ テ ィ を保持 して きた 。
こ れ は地

方 自治主義 と呼 ばれ、全都市を包括す る行政区の

代わ りに、多 くの 小 地域か らな る ネ ッ トワ
ー

ク を

構築す る形態 を とる 。 こ れは ヨーロ ッ パ 諸国に お

ける行政組織の特徴で ある 。 そ れぞれ の 小地域 は、

お の お の 独立 して い るが 、 全体 と して つ の 地 方

を構成 して い る 。 こ の ように して 、様々 な文化 ・

歴史 ・経済活動 ・社会的伝統を持つ 多種多様な国

家か らな る 地域で あ る ヨ ーロ ッ パ は、相互 の 文化

を守 りつ つ 協調 して きた 。

　 ヨー ロ ッ パ の小地域の 伝統は 地域情報ネ ッ トワ

ー
クの 特徴 に も反映 され て い る 。 情報ネ ッ トワ ー

クは 、（1）一般 的に地域 を志 向し、各地 域の組織

が地域 開発や デ ジタ ル シ テ ィ 統治を主体 的に行 っ

て い る 。 また、（2）そ の よ うな小地 域 を包括する

役割 を 果 た す行 政 の トッ プ ダ ウ ン の 動 きや大企 業

の 支援の 動 きは、小 中規模の 企 業や 大学 に よる ボ

トム ア ッ プ の動 きに 合わせ よ うとする傾向が 見 ら

れ 、地域や住民 の 日常生活 によ り根付 い た活動 と

なり、多 くの 活動主体が存在 して も結果的に統一

的なデ ジ タル シ テ ィ が構築され て い る 。こ の 小地

域 の 伝統 に基づ く二 点の特徴は、様々 な ヨ ーロ ッ

パ ・デ ジタ ル シ テ ィ に見 られ る 。

　
一

つ 目の特徴 の例 として、バ ル セ ロ ナ の ネ ッ ト

ワ
ー

ク を挙げる 。
バ ル セ ロ ナ の ネ ッ トワ

ー
ク で は 、

バ リオ ス と呼ば れ る住民の 生活単位が相互 に ネ ッ

トワ
ー

ク を張 り巡 らすこ とで 、バ ル セ ロ ナ市全域

を包括す る
一

大 ネ ッ トワ
ー

クを構築 して い る 。 日

常生活単位で ネ ッ トワ ーク を構築するため に 、市

民は ネ ッ トワ ーク をよ り身近な もの として 受け止

め 、 草 の 根的な市民参加の促進に
一

役買 っ て い る 。

こ の よ うな、小 さな組織が集 まっ て大 きなネ ッ ト

ワ
ー

ク を構築す る とい う体制 を とる こ とで 、
ヨ
ー

ロ ッ パ で は、ほ ん の小 さ な村 も含め 、あら ゆ る 規

模の 都市や町が電子的な情報 シ ス テ ム の 構築に取

り組むこ とが可 能にな っ て い る 。
ヨ
ー

ロ ッ パ の 地

域情報ネ ッ トワ
ー

ク は、ヨーロ ッ パ の 小地域の 伝

統に 非常に酷似 した形態で 構築されて い る こ とが

わ か る 。

　 二 つ 目の 特徴 と して 、ヨ ーロ ッ パ の 社会組織や

グ ル ープは 、 協調体制をとる こ とに対 して非常に

許容範囲が 広い とい う点が 挙げら れ る 。
ヨ ーロ ッ

パ で は、市民 ・大学 ・地方行政 ・企業 とい っ た複

数 の 活動主体が
一
つ の 複雑な コ ミュ ニ テ ィ を構築

す る こ とは珍 し くな く、複数の 活動主体の協力体

制に よる地域情報空間構築の例 は、数え切 れ な い

ほ ど見 られ る 。 3．1 で 挙 げた例 の ほか に 、 イギ リ

ス で は、1999 年に IBM の サ ポー トを うけて 国家規

模 の 地域情報ネ ッ トワ
ー

ク開発が始め られ た 。ミ

ラ ノ では 、大学に よ っ て 始め られ た コ ミュ ニ テ ィ

ネ ッ トワ ークが、
一

定期間営利企業や 地方行政の

直接 関与 を受け発展 して い っ た 。 企業が営利 を目

的とせず市民に協 力する体制は 、ヨ
ー

ロ ッ パ で は

一
般的 で あ り 、

こ の傾向は北米 ・東ア ジ ア地域 に

比べ ヨ ーロ ッ パ で よ り顕著で ある 。 政府が主体 と

なる場合は 、市民 との 協調 の もとデ ジ タル シ テ ィ

の 構築を進め 、地方行政側 は市民 の 市政 参加だけ

で な く、主体的に動 く草の根活動やボ ラ ン テ ィ ア
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グ ル
ー

プ と の 協調 をも奨励して い る 。 大学や地域

コ ミ ュ ニ テ ィ も、企業や 政府の 援助 を うま く活用

して い る 。

現 在、ヨ ーロ ッ パ は政府（EU ）
・企 業 ・市民活動間

で バ ラ ン ス を保ち、北米 ・東 ア ジア 地域 と比較す

る と、よ り活動；体間 で の 協力体 制を整 えてデ ジ

タ ル シ テ ィ を構築 して い る ように 見 える n ヨ
ー

ロ

ッ パ 諸 国の 地域 に とっ て 、異なる利益 を追及す る

活動主体同士 で あ っ て も、協調 しなが らデ ジ タ ル

シテ ィを構築 して い くこ とは 至っ て 自然 なこ とで

あ り、 北米 の 草 の 根 コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 と 企業間 に

見 ら れ る 項 対立 の 図式 とは 線 を画 して い る。

しか し、そ の 複数活動主体間で の 安定 した バ ラ ン

ス は 、言い 換 えれ ば依存度 合 い が 高 い とも い え る 。

多 くの デ ジ タ ル シ テ ィ は 、EU や 政 府の 潤沢な資

金や複数 の 企 業に よ る支援の 恩恵 を受けつ つ 、各

文化 を反映 させ る独 自の コ ミ ュ ニ テ ィ構築を行 っ

て い る 。 言 い 換 え る な ら ば、政府や 企業 に よる 無

担 保 の 資金援助 の 恩恵 に あずか っ て い る か ら こ

そ、独立 した独特 の 地域情報空 間を保持す る こ と

が で きて い る とい うの が現状で ある。

　今後、現時点で 成功 して い るか に見 える多くの

試 み が 、どれ ほ どEU の プ ロ ジ ェ ク ト支援資金や

国家の支援 に依存 して い る の か 、 自立 を果たす際

に は どれ ほ どサ
ービ ス の 維持が可 能なの か 、仮 に

資金提供 が停止 された場合 に 何が 起 こ る の か を 考

え始め る 必要があ る 。 実際に 企業 に よ る多大な技

術的支援 に対 して 、多 くの ヨ
ーロ ッ パ の デ ジ タ ル

シテ ィ は商業的側面 を最小限に抑 え地域情報空間

を維持 して い る が 、デ ジ タ ル シ テ ィ を継続 し続 け

る に は 、経 済的問題 に直面 す る こ と は 避 け ら れ な

い
。 複数企業に よ る 支援 を受け て 成立 して い る多

くの プ ロ ジ ェ ク トは 、次第に サ ービ ス と情報の 可

能 な限 りの 商品化に取 り組む必要が 出て くる 。 資

金が途切れ た場合、また商業的視点が 入 り込んで

きた場合、 ヨ
ー

ロ ッ パ ・デ ジ タ ル シ テ ィ は旧来 の

伝統を守 り続ける こ とが で きるか どうか。それが、

現在 ヨ
ー

ロ ッ パ ・デ ジ タル シ テ ィが抱 えて い る課

題 で ある 。

一
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4．東ア ジ ァ 諸国の地域情報化

4．1東ア ジア 諸国の 地域情報化の歴史

　東ア ジ ア 諸国 に お ける 地域 情報化 の 特徴 と し

て 、90年代 に 政府 主導の 国家プ ロ ジ ェ ク トの 環

と して は じめ ら れ 、主に行政主体 で地域情報化が

進め られ て きた点 が 第
．一・

に挙 げ られ る。時期 を

少々遅れ て 仮想空 間 と現実空 間の 融 含を試 みた京

都デ ジタ ル シテ ィ［9，22，23」、過疎地域における

地域情報化推進をお こ な っ た例 な どの 大学 ・地域

有志 による活動が 日本にお い て始 まっ た 。 これ ら

の 民間に よる活動 は北米 の 草 の 根活動 に多大 な影

響 を受け て い る c

　束ア ジ ア に お い て 主流 を成す政府主導 の 情報化

政策は 1992年 の シ ン ガポ
ー

ル IT200 〔〕マ ス タ
ー

プ ラ

ン に 始 ま る 。 1996 年 に は 、具体 策 と し て
”

Singaporc　One ：One　Network　for　Everyone
”

が始 ま

り、オン ラ イ ン の 行政サ
ービ ス だ けで な く、 プ ロ

ー
ドバ ン ドコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 基盤 とマ ル チ メ デ

ィ ア ア プ リ ケ
ー

シ ョ ン サ
ービ ス の 構築が進め ら れ

た、，政府に よ る IT振興は 、行政サ ービ ス の 電子化

と効率化の みで な く、地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の情報化

振興 にも直接的に影響を与 えた 。 その 後 1999年に

は情報通信技術開発 を促進す べ く、ICT21 基本計

画が 発表 され 、2000 年 に は具体化政策が公布され

た 。 同計画 は 、 シ ン ガポ
ール をグ ロ ーバ ル情報通

信技術の ハ ブ にす る こ とを狙 っ て お り、IT人材育

成 、
e ガ バ メ ン トや 【T 産業推進計画などの 6項目 に

つ い て 具 体 案 が 出 され た 。更 に 2003 年 に は 、

Connected 　Singapore計画が始め られ、シ ン ガポ
ー

ル を世界 の 情報ハ ブ にする た め の 短期 目標が 制定

され た．：

　韓国 は 、ア メ リ カ の NII計画 を受け、　 KII （Korea

Information　Infrastructure）を 1995年に 開始 した 、

1997 年に は、3 フ ェ
ーズか らな る ア ク シ ョ ン プ ラ

ン が発表され、2000 年まで の 第1フ ェ
ーズで は、

情報化 に よ り社会イ ン フ ラ を整え る 、地域開発に

向け地域 の 情報化 を進展 させ る、情報技術 を用 い

た医療サ ービ ス を充実 させ る な どの FI標値が 設定

さ れ た 。 そ の 後 1999年 に 、国家的 な IT戦略
”
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Cyber　Korea　21
”

を発表 し 、 2002年まで に世界的

な IT立国 と な る こ と を 目指 したが 、 そ の 後 の
、 韓

国国内で の ブ ロ ー ドバ ン ドの 進展 などをうけ2002

年 を待たず して 目標 を達成 した。2001年に は新 た

なe −Korea 戦略 を発表 し、　 IT技術者養成 ・教育の

充実 ・海外留学支援 など を中心 に計画 が進め られ

て い る 。

　マ レーシ ア は 1996年にMultimedia　Super　Corridor

プ ラ ン を発表 し 、
マ ル チ メ デ ィ ア ゾ ー

ン に 囲まれ

る ハ イ テ ク都市（PutrajayaとCyberjaya）が、マ レ
ー

シ ア電子政府の
一．一

部 を担 うこ と に な っ た 。

　 中 国 で は 、上 海市が 1996年に イ ン フ ォ ポ
ー

ト上

海 プ ロ ジ ェ ク トを開始 した 。 こ れ は、中国初 の都

市情報化プ ロ ジ ェ ク トで あ り 、 2010 年 まで に 上 海

地区に地域 情報 ハ イ ウ ェ イ を構築するこ とを 目的

と して い る 。 イン フ ォ ポ ー
トヒ海は、行政主導 に

よ る行政 ・日常生 活 ・レ ジ ャ
ー ・教育 ・医療 と あ

らゆ る社会活動 を支援する広帯域 ネ ッ トワ
ー

ク で

あ り、情報産業 の 商業化 と情報サ
ービ ス の

一・
元化

を狙 っ た政府色 の 強 い デ ジ タル シ テ ィで あ る 。 他

の 東 ア ジ ア の例に もれず、上海の プ ロ ジ ェ ク トで

は、自然言語処理 ・エ ー
ジ ェ ン ト技術 ・

グラ フ ィ

カ ル イ ン タ ーフ ェ
ース な どの 先端技術が利用 され

て い る 。 2000 年 に は 、．ヒ海 交通 大学 は 上 海市

Gofly 社 と共同で 、デ ジ タ ル シ テ ィ イ ノ ベ ーシ ョ

ン セ ン ターを設立 し、デ ジ タ ル シ テ ィ に用 い られ

る先端技術 の 開発 を始め た 。

　 日本で は 、2000 年 に 高度情報通信ネ ッ トワ
ー

ク社会形成基本法（IT基本法）が成 立 し、2001 年3

月に は、IT基本法の 施行 に 向けた具体策（e −Japan

計画）を提案 した 。 こ の 具体策 に は 、行政の 情報

化お よ び 公 共分野 における 通信情報技術 の 活用 ・

世界最高水準 の情報ネ ッ トワ
ー

ク構築と い っ た 凵

標が提案 され て い る 。

　90年代に 東ア ジア各国政府の 情報化政策が盛ん

に打 ち出され て い た頃、民間主体 の 地域情報化へ

の 動 きは それ ほ ど見 られな か っ た。中国で は、上

海交通大学 に よる上 海デ ジ タ ル シ テ ィ や 北京の デ

ジ タ ル シ テ ィ の 開発が 進め られ て い る が 、非常 に

政府色の 強 い プ ロ ジ ェ ク トで あ り、北米や ヨーロ

ッ パ の民間の活動や地域に根付 い た情報化 と は 異

なる。唯
一

日本で は 、 2000年前後に は 、 政府主導

に よ る 情報化だけ で な く、政 府の IT促進 プ ロ ジ ェ

ク トに よる 支援 を受けた地方政府 ・大学 ・地域 コ

ミュ ニ テ ィ を主体 とする デ ジタ ル シテ ィ の 構築が

増加 して い っ た 。様 々 な地域情報化の 成功事例は 、

地域 の 住民 に よる主体的 な活動 と、外部 の 知的サ

ポ ー トに よ っ て 成 り立 っ て お り［24亅、近年 に な っ

て 行政 ・企 業 ・市民 とい っ た様 々 な活動体が 協調

しあうこ とで 、地域情報化 を促進 させ る形態がみ

られ るよ うにな っ て きた。

　 た とえば、1998年 10月に NTT と京都大学 を中心

と した 研究 プ ロ ジ ェ ク トと して は じ め ら れ た 「京

都 デ ジタ ル シテ ィ プ ロ ジ ェ ク ト」［9，22，23」が あ

る 。 デ ジ タ ル シ テ ィ京都実験 フ ォ
ーラ ム は 、京都

市民や商店街 の 協力 を得て 、 地 域情報空 間で あ る

「デ ジ タ ル シ テ ィ 京都］ の 構築 を進 め た 。 デ ジ タ

ル シ テ ィ京都 は 、地域情報 の 集約 ・発信 と情報交

換 ・3DML を用 い た京都の 四条通 りの 再現 ・検索

イン ターフ ェ
ース で ある 地図の提供などをキー コ

ン テ ン ッ として い た、デ ジ タル シ テ ィ京都は、京

都に住 む市民や観光客に対 して 有用な京都の 町に

関する 情報集約 の 場 で あ る こ と を目指 した だ け で

な く、デ ジ タ ル シ テ ィ に 用 い られ うる 最先端の 技

術開 発の 実験室 とな っ て お り、市民 に最先端技術

に触れ るチ ャ ン ス を提供する技術 と社会を結び付

ける プ ロ ジ ェ ク トと して デザイ ン さ れ た 。

　企業 に よ る地域情報化の例 と して は、シ ン ガポ

ール ・韓国 ・中国 ・
日本な どほ とん どの 東ア ジ ア

諸国で 見られ る営利地域情報サ
ービ ス や、1997年

に始 まっ た NTT 　DoCoMo に よ る i−mode の 地域 情報

提供サ
ービ ス がある 。 i−mode の 地域

II
青報提供サ

ー

ビ ス は、他 の デ ジ タ ル シ テ ィ の ように 仮想空間を

構築する こ とで情報提供を行 うの とは形態が 異な

り、現実空間における移動体通信 を用 い た情報提

供が主体 とな っ て い るが 、
こ れ もまた

一
つ の 地域

情報空間を作 り出 して い る 。

　東 ア ジ ア 諸国 の デ ジ タ ル シ テ ィ に は 、二 つ の 特
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徴が 見 られる。一つ は 、政府主導で ある とい う点、
．
：つ 目は、先端技術 の 利用が盛 ん で ある とい う点

で ある 。 日本な どの
一一
部 地域 で は、デ ジ タル シ テ

ィ京都［9．10，22，23］の よ うな草の 根および大学に

よ っ て 進め られた例 など、
’
行政 ・企 業 ・市民の 三

者が 日常生 活 の 向 E と地域発展の ため に協調する

形態 も見 られ て い るが、他 の 東 ア ジア諸 国で は 、

卞に技術革新 を自国の発展に貢献する手段 とみ な

す政府主導の 政 策が90年後半か ら中心とな っ て お

り、今 も基本的な傾 向は 変化 して い な い
。　 ：つ 目

の 特徴 は 、広帯域 の マ ル チ メ デ ィ ア ネ ッ トワ
ー

ク

や 無線 な どの ネ ッ トワ
ー

ク技術、モ バ イル 技術や

白然言語処理か らエ
ー

ジ ーL ン トな どの 人⊥知能に

い た るまで高度か つ 先端技術 を用 い た例が多 く見

られ る こ とで ある 。 政 府主導に よる情報化政 策の

効果で あ る の か、先端技術 を志 向す る 利用者 の 影

響な の か 、い ずれ に せ よ、北米 ・ヨ ーロ ッ パ と比

較す る と、東ア ジ ア で は 地域情報化 に先端技術を

駆使 した ア プ ロ ーチが よ り多く用い られ て い る 。

4，2 東 ア ジ ア諸国の地域 情報化に お ける課題

　東 ア ジ ア 地域は、北米や ヨ
ー

ロ ッ パ な どの 他地

域 の ような社 会 の 機能 分化はみ られ ず、国家主導

か つ 全体の 調和を重視する コ ミ ュ ニ テ ィ 形態 を と

る 。 こ の ような行政 ・企 業 ・市民の 問には っ きり

とした線引 きをしな い 三者関係は 、束 ア ジ ア 諸国

で は合意形成や 意見 の 収束に役立 っ て い る場合が

多 く、同時に行政主導の 特徴が 際立 つ こ と に な る 。

こ れは、デ ジ タル シ テ ィ の 構築方法に お い て も同

様で 、地域情報化は、様々 な活動主体が、個々 の

多面的動機に基づ い て多面的にかか わ っ て い る場

合が 多い
、， た とえば 、ある デ ジ タ ル シ テ ィ は複数

の 企業 に よっ て協調体制で構築 され て い るが 、そ

の デ ジ タ ル シ テ ィ の 構築 に か か わ る社員は 同時に

ボ ラ ン テ ィ ア として 活動 に参加 して い る こ ともあ

る。東 ア ジ ア の 企 業に おけ る 仕 事と私 生活 の 線引

きは非常に 瞹 昧で あ る 。こ の ような社 会形態は 東

ア ジ ア圏に お ける デ ジ タ ル シ テ ィ の 活動を よ り複

雑にみせ 、行動主体 を瞹昧に して い る。

般 論説
一ワール ドデ ジタ ル シ テ ィ ：社会を映す鏡

　東 ア ジア 諸国で は、国家主導に よ り最先端 の 技

術整備が 進ん で い る 。 新サ ービ ス は 、整備 された

ネッ トワ
ーク や 最先端の 技術 を用 い て 、国家の先

導に よ っ て 提供 され る こ とが 多く、社会的要求や

市民の 活動に先ん じて 、効率的で 充実 した情報提

供が行われ る イ ン フ ラ が事前 に整 っ て い る 。 囗本

で は 、i−mode と呼ばれ る携帯電話か ら の イ ン タ
ー

ネ ッ ト接続サ
ービ ス が 、1997年以来拡大 し続 け、

地域情報サービ ス は主 要サ
ービ ス の

一
つ と して 提

供 され て い る。他国
・他地域 の イ ン タ ーネ ッ トに

構築 された デ ジ タ ル シ テ ィ と、形態は 完全 に 異な

る が、移動体通信 を用 い た地域 情報サ
ービ ス の技

術 的 基盤が整 い つ つ ある と い えよ う 。 韓国で は、

ADSL を用 い たブ ロ ー ドバ ン ド利用が急速 に広 ま

り、IP電話 な どの 様 々 なサ ービ ス が 誕生 し、都市

の 情報ネ ッ トワ ーク基盤は 、世 界に先駆けて い ち

〒．く整備 され て い る。中国 で は 、情報 産 業 の 勃 興

に あわ せ 、大規模の デ ジ タ ル シ テ ィ シ ン ポ ジ ウ ム

を開催 して い る。

　多くの 地域情報化に向けた国家規模 の 情報基盤

整備 は進む もの の 、東 ア ジ ア に お ける デ ジ タ ル シ

テ ィ が 、北米や ヨ
ー

ロ ッ パ で 見 られ るよ うな市民

の コ ミュ ニ テ ィ意識か ら発生す る例や 、地域 内の

独立 した活動 とな っ て い る例 は限 られ て い る 。 現

在の と こ ろ 、 地域 に根付き日常生活に密着 した北

米や ヨ ーロ ッ パ に見 られ る デ ジ タ ル シ テ ィ とは異

な る デ ジ タ ル シ テ ィ が 東ア ジ ア で は促進 され て い

る 。 今後 の 東ア ジ ア 諸 国の デ ジ タ ル シ テ ィ の 課題

は 、最先端 の 技術 を用 い る こ とで 、どの ように ヨ

ー
ロ ッ パ ・北米で 見 られ る の とは異 な る東ア ジ ア

のデ ジタル シテ ィ の 特徴を伸ば して い くか、どの

ようなイ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス を構築 して い くか と い う

と い う点にあ るだ ろ う。

5．企業に よる地域ポ
ー

タ ル サ イ トの勃興

　 1990年代後期 に、北 米を中心 として 商業的な都

市情報ポ
ー

タ ル サ イ トが続 々 と誕生 した 。 現在は、

竃話会礼 ・イ ン タ
ーネ ッ ト関連会礼 ・航空会社な
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どに よ る 商業的なポー
タ ル サ イ トが乱立 し、競争

も激 化 して い る 。
こ の よ うな商業デ ジ タル シ テ ィ

は 、 統
一

的な枠組み で あ りつ つ も、デ ザイン性が

豊か で 、地域情報が
一
覧で き、目当て の情報 をす

ぐに探せ る ように 工夫 されて い る 。 情報は定期的

に更新 さ れ 、メ ン テ ナ ン ス も ト分 に行 き届 い て い

る 。

　 こ の ような商業サイ トは今に全世界 の 都市をカ

バ ー
す る ようにな るだろ う。 た とえ、地域 企業が

や ら な くて も、グ ロ ーバ ル 企業が 国境 を超 え、こ

の よ うな商業サ イ トを作 り出 して い くか らで あ

る 。
こ の ような グ ロ ーバ ル 企業の 商業サ イ トに は、

Yahoo や eBey ，　AOL ，　City　Searchが ある 。 ア メ リカ

主要都市 の 地域情報を提供 し、ア メ リ カ 国内で 最

も利用者 を集め て い る AOL の デ ジ タ ル シ テ ィ は、

シ ョ ッ ピ ン グ ・娯楽 ・人な どにかか わ る 「全米最

大の 地域 情報オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ
ー

ク」を標榜 し、

あ らゆる地域情報 をカ バ ー
して い る 。 シ テ ィ サ

ー

チ（City　Search）と呼ばれ る地域 ポ
ー

タル サ イ トは 、

1996年に住民の 視点を取 り入れ た情報 を提供 し始

め人気 を博 した 。 シ テ ィ サ ーチ は 、 現在 もホ テ ル

の 空室情報 ・イベ ン ト ・観光案内な どの 観光客向

けの 情報か ら、住民向けの 美術館 ・映画 ・
レ ス ト

ラ ン 情報 に い た る まで 、 ロ
ー

カ ル の 視点 を提示 し

つ つ 、あ らゆ る 情報 を特典 つ きで 提供 して い る 。

もはや 、 地域情報を得る の に、イエ ロ
ーペ ー

ジ ・

地図 ・観光本 を見る必要は なくな っ て い る 。

　技術発展 は 、技術 主導 ・生産性主導 ・感性主導

の 3 つ の 段階 を経る とい わ れ る ［21 】。 こ の 技術発

展の 段階に 当て はめ る な らば、現在の デ ジ タ ル シ

テ ィ は、商業サ イトの 主導する生産性主導の段階

に い る 。 商業サ イ トの 第
・・

目的は、広告 で あ り、

地域情報の 提供は 、マ
ー

ケテ ィ ン グ戦略 に基づ い

て行 われ る。完全に コ ン トロ ール され た情報が提

供 され 、 ほ とん ど情報提供側 と利用者の 交流はみ

ら れ な い
。 こ れ は 、商業サ イ トの 特徴 とも い え る 、

北米 の 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ は 、大企業に よる商業サ

イ トの 誕生 に脅威 を覚え、商業的 要素 を持 つ もの

を コ ミ ュ ニ テ ィサイ トの 将来の 発展 に有害なもの

として 警告 を発 し、商業的な要素を極端に 排除 し

て きた 。 こ の 状況 を憂 うる北米地域 コ ミュ ニ テ ィ

の 推進者 の
一

人は、地域活動の 芽は注 目され る前

に 摘み取 られ 、 永遠 に 失わ れ る と も述 べ て い る 。

一方で、商業的視点に立 ち、効率的に デジ タル シ

テ ィ を構築す るため に は 、 企業 に よ る ポータ ル サ

イ トが 行 っ て い る よ うに統
．一
デザ イ ン を構築 し 、

さらに標準的な通信 シ ス テ ム や 、オ
ープ ン プ ロ ト

コ ル を整 え る必要性が ある と い う人 もい る ［6 】。

商業サ イ トは 、時 にボ ラ ン テ ィ アに依存す る地域

コ ミュ ニ テ ィ には不可能な最新の 情報提供を効果

的に行 っ て い る こ とも確か で ある 。 特 に コ ミ ュ ニ

テ ィ 活動 の 歴 史の 浅 い ア ジ ア 諸 国で は
、

た と え 、

営利 目的 で あ る として も公共 イベ ン ト情報提供 は

非常 に喜ば れ て い る場合 も多い
。 ヨ

ーロ ッ パ の 例

で は、商業サ イ トが 地域 コ ミュ ニ テ ィ の 意向に沿

っ たサ
ー

ビ ス提供 をする場合 もあ る 。 北米で見 ら

れ るよ うな、商業サイ トと地域 コ ミ ュ ニ テ ィ 間 の

極端 な競争は ア ジ ア や ヨ ーロ ッ パ で はみ られ て お

らず、地域 に よ っ て、企業 に よ る地域ポ ータ ル サ

イ トへ の受 け取 り方は大 きく異なる 。

6．お わ りに

　筆者 らは、1998 年以来、デ ジ タ ル シ テ ィ の研究

活動 に関わ っ て お り 、 デ ジタ ル シテ ィ京都会議 ・

国内外デ ジ タ ル シ テ ィ ワ ーク シ ョ ッ プ ・デ ジ タ ル

シ テ ィ シ ン ポ ジ ウ ム を開催 して きた 、本稿で は 、

筆者 らの デ ジ タ ル シ テ ィ 研究活動の
一

環 と して 編

集 した、Lecture　Note　in　Computer 　Science （LNCS ）

の 3冊 の Digital　Citiesに基づ き、 1990年来の世界

中の デ ジ タ ル シ テ ィ 関連 の活動 を概観 した 。

　本稿で は 、デ ジ タ ル シ テ ィ の 特徴 を捉 えるに当

た り．地 域 と活動主 体の 二 つ の 軸 を用 い た 。 北

米 ・ヨ
ー

ロ ッ パ ・東 ア ジ ア の 三地域 に分類 し、更

に 企 業な ど の 営利 団体 ・草 の 根活動な ど の 非営利

団体 ・大学な ど の 研究機関 ・行政 の うち 、 どの 団

体が活動主体 とな っ て い るか を軸に 、どの ように

デ ジタル シテ ィ が構築され 、どの ようなデ ジタル
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シ テ ィ が存在 し、どの ようなプ ロ セ ス を経 て きた

か 、 各活動を概 観し た 。 地域 ・活動主体が異 なれ

ば 、各地域 デ ジ タル シ テ ィ の 特徴 も異 なる と い う

こ とを示 した。

　北米で は、go 年代初 期 に、草 の 根 の 非営利 団体

に よる 、住民 に根付 い た生活情報サ ービ ス や コ ミ

ュ ニ テ ィ支援サ
ービ ス が提供 され始め るが 、そ の

後営利 団体 の 台頭 を うけ 、 競争を強 い ら れ る よ う

に な っ て い っ た 。ヨ
ーロ ッ パ で は 、住民に根付 い

た情報支援を行い つ つ も、社会的 ・政治的役割を

も持 っ たデ ジタ ル シ テ ィ が 90 年代 前半に構築さ

れ、政府 ・企業
・市民の 協力の 下 、各地 に デ ジ タ

ル シ テ ィ が拡大 して い っ た 。 東ア ジアで は 、主に

政 府主 導の 下 、国家政 策の一一環 と して 、先端技術

を用い た包括的な情報基盤が促進 され て い っ た 。

　次に 、各地域 の 伝統的な地域社会形態 を示す こ

とで 、伝統的な地域杜会 と新 た に 誕 生 し て い る 地

域情報空間の 間に多 くの共通点が見出される こ と

を明 らか に して い っ た 。 各地域 の デ ジ タ ル シ テ ィ

の 特徴 ・歴史 ・現状 ・対応す る物理都 市の 特徴か

ら、それぞ れ の 地域が 現在抱 え る 課題 を探 っ た。

北米で 多 く見られる ボラ ン テ ィ アに よる草の 根の

運動か ら始 まっ た非営利 の デ ジ タ ル シ テ ィ は
、

わ

ずか な資金 で 運営 され る ケ ー
ス が 多 く、初期投資

の 失敗や 、資金 の 問 題、リ
ーダー

シ ッ プを と る 人

材 の 不 足 、社会的責任の 継続的な遂行が 困難 に な

るケ
ー

ス が見 ら れ た 。ヨーロ ッ パ で 多 く見 られる、

多 くの 組織が活動主体 と して 集い 組織の 枠 を超え

た協力体制 を形成する こ とで 構築 され るデ ジ タル

シ テ ィ は、 トッ プ ダ ウ ン で潤沢 な資金に よ っ て始

め られ る こ とが 多い ため 、初期活動 は順当で あ っ

て も、永続的に 資金 を調達す る よ うな仕組み を構

築 し、デ ジ タ ル シ テ ィ の 運営 を継続 して い くこ と

は非常 に 困難 で あ っ た 。 東ア ジ ア に代表 され る政

府な どの 公的機関に よ っ て 支援され構築されたデ

ジ タ ル シ テ ィ は、資金不足 の 問題 は 比 較的少な い

もの の 、地域の 経済発展や官僚的方策に よ っ て 市

民参加が 阻害 され る ケ
ー

ス 、市民不 在で 開発 さ れ

る ケ
ー

ス が少 なか らず見 られ た 。 北米 ・ヨ
ー

ロ ッ

一
般論説

一ワール ドデ ジ タ ル シ テ ィ ：社会 を映す 鏡

パ ・東ア ジ ア の 各地域 で 見ら れ た、大学が 中心 と

なっ た デ ジ タ ル シ テ ィ で は、技術の 卩∫能性 を探 る

取 り組み が多 く見 られ 、新 しい 技術の 開発や数多

くの 実験が行われ た こ とを示 した 。

　5章で は、地域に 基 づ く活動で あ る で デ ジ タ ル

シ テ ィ に生 じた 世界的な現象 、 企 業に よ る地域ポ

ー
タ ル サ イ トの 台頭 に つ い て 述 べ 、各地域へ 固有

の 影響を与えて い る こ とを示 した 。 最後に 、デ ジ

タ ル シ テ ィ が技術 と社会の 中間に位置す る こ とか

ら、学際的視点 ・ア プロ ーチの ニ ーズが急速 に高

まっ て い る こ とを述 べ た 。

　 デジ タル シテ ィは 、世界中をつ なぐ情報 ネ ッ ト

ワ ーク 上 に構築 され る空間で あ る とは い え、そ の

特徴や 誰が 活動 キ体 と な る か は 、地理的な特徴 に

影響 を受け、地域 ご と に大 き く異 な る
。 物理 的 な

都市は 、コ ミ ュ ニ テ ィ
・ボ ラ ン テ ィ ア活動 ・商業

活動 ・政 治 ・観光 ・文化が 同時に見 られ る複雑な

空間で ある 。 その 空間に密接 に関係 して い るデ ジ

タ ル シ テ ィ は 明 らか に 物理社会の 特徴 を反映 させ

て い る社会を映す鏡で あ っ た 。
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